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養液栽培サツマイモの培地の種類が生育と収量に与える影響

坂本勝L鈴木高広 1

要旨

サツマイモは主要な食物源の一つで、今後エネルギ一作物としての利用も期待されている。本研究では、

効率的なサツマイモ栽培を目的として、養液栽培サツマイモ栽培における培地の種類が生育と収量に与え

る影響を調査したロ試験培地として、小粒と中粒のパーライト、ロックウールおよびパーミキュライトを

用いた。サツマイモ苗をそれぞれの培地が入った 3.0Lの黒ピニルポットに定植し、サツマイモ用の養液

栽培装置で栽培した。定植後 100日目の植物体を収穫して測定したところ、塊根の重さや1植物体当たり

の塊根数に違いは認められなかった。一方、塊根の外観はパーライト処理の 2区で細長く、ロックウーノレ

区とパーミキュライト区で丸い形状をしていた。また、パーミキュライト処理区では、塊根表皮のアント

シアェン含量が増加し、塊根の糖度が減少する傾向にあった。以上のことから、養液栽培の培地の種類が、

塊根の特性に影響を与えることが示唆された。
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1 舗幽

サツマイモ (Ipomo四 bata'li田)は、世界中の温帯地域から熱帯地域で幅広く栽培されており、開発途上

国において主要な栄養源の一つである(lh また、サツマイモは、比較的栄養状態が悪い土壌条件下でも、

太陽エネルギーから効率的に有機物を固定する能力を持っているベそのため、近年、費用対効果の高い

バイオ燃料の候補作物の一つしてサツマイモが挙げられている向。サツマイモやキャッサパなどの根菜類

は、肥料や水などの圃場への投入量に対するパイオエタノール源の生産効率が高いことが算出されており、

主要なパイオエタノール源であるトウモロコシの代替作物となりうることも提案されている判。すでに、

サツマイモやその残澄を用いて、水素、エタノーノレ、およびメタンなどのバイオ燃料を抽出する研究が行

われている{問。

日本においても、食用および澱粉加工用のサツマイモが広く栽培されている明。また、原子力の代替エ

ネルギー源の必要性などから、パイオ燃料資源としてのサツマイモの需要が増加する可能性がある。一方、

日本の農業従事者数の平均年齢は増加し、従事者数は減少しており側、今後も着実に従事者数が減少して

いくことが推察される。したがって、サツマイモを含めた農作物の効率的な栽培方法の開発が求められて

いる。

養液栽培は、固体培地(土壌)と肥料の代わりに、植物に必要なミネラルを含む培養液を使用して栽培

する方法である刷。この方法では、植物の根は生育に必要なミネラノレを含む培養液に直接さらされるか、

培溶液を容易に吸収するパーミキュライト、パーライト、ロックウールなどの養分を含まない培地によっ

て支持されている叫13L つまり、養液栽培では根圏が培養液に常に固まれているため、植物はこれを吸収

して効率的に成長することができる。葉菜類やトマトなどの果菜類では、それぞれの植物に適した養液栽

培法が確立されており、植物工場などを中心に養液栽培の導入が進んでいる(13，問。しかし、サツマイモな

どの根菜類は、効率的な養液栽培法が確立されていない。
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